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二
〇
一
九
年
七
月
二
日

お
が
さ
わ
ら
丸

小
笠
原
諸
島
は
、
北
か
ら
聟む
こ
じ
ま島
列
島
、
父
島
列
島
、
母
島
列
島
、
硫
黄
（
火
山
）
列
島
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
南
鳥
島
（
コ
ー

カ
ス
島
）、
沖
ノ
鳥
島
、
そ
し
て
近
年
の
火
山
活
動
で
面
積
を
拡
げ
て
い
る
西
之
島
を
含
む
。
こ
の
う
ち
人
が
住
む
の
は
父
島
と
母
島
、

硫
黄
島
、
南
鳥
島
の
四
島
で
あ
る
。
た
だ
し
、
硫
黄
島
と
南
鳥
島
は
自
衛
隊
員
や
気
象
庁
、
国
交
省
の
職
員
が
駐
屯
す
る
だ
け
で
一
般

人
は
住
ん
で
い
な
い
。

主
島
で
あ
る
父
島
は
東
京
か
ら
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
。
父
島
へ
の
交
通
手
段
は
小
笠
原
海
運
が
運
航
す
る
「
お

が
さ
わ
ら
丸
」（
一
一
〇
三
五
ト
ン
）
だ
け
だ
。「
お
が
さ
わ
ら
丸
」
は
概
ね
週
一
便
通
っ
て
お
り
、
所
要
時
間
は
約
二
四
時
間
で
あ
る
。

父
島
に
三
泊
し
て
東
京
に
戻
る
。
つ
ま
り
船
中
二
泊
、
現
地
三
泊
の
五
泊
六
日
の
旅
程
と
な
る
。
乗
船
し
た
「
お
が
さ
わ
ら
丸
」
は
第

三
代
目
で
、
二
〇
一
六
年
七
月
に
就
航
し
た
新
鋭
船
だ
。
父
島
航
路
の
定
期
船
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

後
述
す
る
よ
う
に
小
笠
原
諸
島
は
一
九
六
八
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
返
還
さ
れ
た
。
翌
年
に
小
笠
原
海
運
㈱
が
設
立
さ
れ
、
一
九
七
二

年
四
月
よ
り
定
期
運
航
が
始
ま
る
。
当
初
の
船
舶
は
東
海
汽
船
㈱
か
ら
傭
船
し
た
「
椿
丸
」（
一
〇
一
六
ト
ン
）
と
い
い
、
東
京
港
と

父
島
の
間
は
約
四
四
時
間
を
要
し
た
。
翌
一
九
七
三
年
に
関
西
汽
船
の
「
浮
島
丸
」
を
購
入
し
て
「
父
島
丸
」
と
改
称
し
、
所
要
時
間

は
約
三
八
時
間
に
短
縮
さ
れ
た
。
大
学
同
期
で
都
庁
に
就
職
し
た
堤
清
樹
さ
ん
は
一
九
七
三
年
四
月
か
ら
小
笠
原
支
庁
に
勤
務
し
て
い

る
が
、
彼
が
書
い
た
小
論
に
よ
る
と
、
こ
の
「
父
島
丸
」
に
乗
っ
て
父
島
に
赴
任
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
九
七
九
年
四
月
に
初
代
「
お
が
さ
わ
ら
丸
」（
三
五
五
三
ト
ン
）
が
就
航
し
、
一
九
九
七
年
三
月
か
ら
二
代
目
「
お
が
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さ
わ
ら
丸
」（
六
七
〇
〇
ト
ン
）
を
経
て
、
現
在
の
三
代
目
に
至
っ
て
い
る
。
代
を
重
ね
る
ご
と
に

船
は
大
き
く
な
り
、
か
つ
所
要
時
間
も
短
縮
さ
れ
て
き
た
。

「
お
が
さ
わ
ら
丸
」
は
七
層
に
分
か
れ
て
い
る
。
下
層
ほ
ど
運
賃
は
安
い
。
私
は
和
室
エ
コ
ノ
ミ
ー

だ
っ
た
の
で
最
下
層
の
二
デ
ッ
キ
、
二
一
七
号
室
で
あ
っ
た
。
室
と
い
っ
て
も
壁
で
部
屋
が
仕
切
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
七
人
が
寝
る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
枕
と
マ
ッ
ト
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

三
デ
ッ
キ
は
和
室
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
で
あ
る
が
、
部
屋
は
少
し
大
き
い
。
四
デ
ッ
キ
が
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
に
な
っ
て
お
り
、
案
内
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が
置
か
れ
、
和
室
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
二
等
寝
台
の
船

室
に
な
る
。
五
デ
ッ
キ
は
特
二
等
寝
台
、
一
等
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
二
等
寝
台
の
各
船
室
が
あ
り
、
六

デ
ッ
キ
は
「
シ
ョ
ッ
プ
ド
ル
フ
ィ
ン
」
と
い
う
売
店
、
一
等
寝
台
、
特
一
等
・
デ
ラ
ッ
ク
ス
の
船
室
、

さ
ら
に
七
デ
ッ
キ
は
特
一
等
と
特
等
室
（
ス
イ
ー
ト
）
に
な
り
、
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
六
、
七
デ
ッ
キ
か
ら
は
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
、
八
デ
ッ
キ
は
甲
板
が
広
が
る
。

「
お
が
さ
わ
ら
丸
」
は
竹
芝
桟
橋
を
一
一
時
に
出
発
し
た
。
こ
の
便
は
年
に
一
度
の
硫
黄
島
ク
ル
ー
ズ
が
組
ま
れ
て
い
る
た
め
超
満
員

で
、
定
員
い
っ
ぱ
い
の
八
九
四
人
が
乗
船
し
て
い
た
。
梅
雨
前
線
の
影
響
で
竹
芝
桟
橋
を
出
る
時
か
ら
ど
ん
よ
り
と
曇
っ
て
い
る
。
昼

食
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
べ
、
茄
子
を
つ
ま
み
に
生
ビ
ー
ル
を
飲
む
。
部
屋
で
は
寝
る
か
、
寝
な
が
ら
本
を
読
む
か
、

の
ど
ち
ら
か
し
か
な
い
の
で
、
航
海
中
の
昼
間
は
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
で
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
み
、
小
笠
原
の

資
料
を
読
み
な
が
ら
メ
モ
を
と
る
。
飽
き
て
来
る
と
船
内
を
歩
き
ま
わ
り
、
デ
ッ
キ
に
出
た
。

東
京
湾
を
出
て
御
蔵
島
あ
た
り
に
来
る
と
、
海
上
に
は
白
波
が
立
ち
、
船
は
大
き
く
揺
れ
始
め
た
。
三
宅
島
も
御
蔵
島
も
海
抜
五
〇

メ
ー
ト
ル
付
近
よ
り
上
は
厚
い
雲
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
揺
れ
が
激
し
く
な
っ
た
の
で
気
分
は
す
ぐ
れ
な
い
。
夕
食
は
小
笠
原
特
産
の
カ

ジ
キ
が
特
別
メ
ニ
ュ
ー
で
提
供
さ
れ
て
い
た
の
で
こ
れ
を
注
文
、
昼
間
に
続
い
て
生
ビ
ー
ル
を
飲
む
。
二
四
時
間
の
航
海
だ
か
ら
食
事

は
な
る
べ
く
美
味
し
い
方
が
い
い
。
伊
豆
諸
島
や
ト
カ
ラ
列
島
を
巡
る
フ
ェ
リ
ー
の
食
事
に
比
べ
る
と
、
こ
の
船
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
格

父島二見港に停泊中のおがさわら丸
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が
上
だ
。

二
〇
一
九
年
七
月
三
日

聟
島
列
島

朝
食
は
ラ
ウ
ン
ジ
で
手
づ
く
り
の
ハ
ム
サ
ン
ド
と
サ
ラ
ダ
を
食
べ
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
。
ラ
ウ
ン
ジ
は
二
人
の
女
性
で
営
業
し
て
い

る
が
、
け
っ
こ
う
気
の
き
い
た
軽
食
類
が
多
い
。
九
時
ご
ろ
に
な
り
船
内
放
送
が
、
聟
島
列
島
が
み
え
て
き
た
こ
と
を
告
げ
た
。
六
と

七
デ
ッ
キ
で
船
内
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
解
説
が
始
ま
っ
た
の
で
、
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
外
に
出
た
。

聟
島
列
島
は
主
島
の
聟
島
（
二
・
五
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
媒
な
こ
う
ど

島じ
ま

（
一
・
三
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
嫁
島
（
〇
・
八
五
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
大
小
合
わ
せ
て
八
二
の
島
か
ら
な
る
。
現
在
は
い
ず
れ
の
島
も
無
人
島
で
あ
る
が
、
聟
島
と
嫁
島
に
は
戦
前

ま
で
人
が
住
ん
で
い
た
。

聟
島
に
は
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
佃
島
の
田
中

鶴
吉
が
移
住
し
、
牧
場
を
始
め
て
い
る
。
一
八
八
七
（
明

治
二
〇
）
年
に
は
五
人
の
牧
夫
を
雇
い
、
牛
三
五
頭
、
羊

四
〇
数
頭
、
山
羊
三
〇
〇
余
頭
、
こ
の
他
に
豚
も
放
牧
し

て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年

に
茨
城
県
那
珂
湊
出
身
の
岩
崎
亀
五
郎
が
事
業
を
継
承
す

る
。
亀
五
郎
は
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
九
月
に
七
三

歳
で
没
し
て
い
る
が
、
入
植
以
来
四
八
年
間
牧
畜
一
筋
で

過
ご
し
た
よ
う
だ
。
当
初
、
牛
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
搾
る
た

め
の
役
牛
と
し
て
需
要
が
あ
っ
た
が
、
羊
や
山
羊
は
父
島

や
母
島
の
経
済
的
発
展
に
よ
っ
て
増
え
た
食
肉
の
需
要
に

▲ラウンジの朝食
▼聟島列島の主島・聟島
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応
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
牛
は
食
肉
と
し
て
需
要
が
増
え
た
。
こ
れ
ら
の
家
畜
類
は
父
島
の
関
谷
商
店
に
お
ろ
し
て
い
た
と

い
う
（『
小
笠
原
』
特
集
第
五
八
号
）。

戦
争
中
の
強
制
疎
開
に
よ
っ
て
聟
島
は
無
人
島
に
な
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
移
住
作
戦
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
移
住
作
戦
は
（
公
財
）
山
階
鳥
類
研
究
所
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
一
年
か
ら
鳥
島
で
始
ま
っ
た
ア
ホ
ウ
ド
リ
デ
コ

イ
（
お
と
り
の
模
型
）
作
戦
に
よ
っ
て
ア
ホ
ウ
ド
リ
が
復
活
（
二
〇
一
八
年
春
に
は
七
〇
八
羽
の
ヒ
ナ
が
育
ち
、
個
体
数
は
三
〇
年
で

一
〇
倍
以
上
に
増
え
た
）
し
て
い
る
が
、
こ
の
鳥
島
の
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
ヒ
ナ
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
聟
島
に
移
送
し
、
新
た
な
繁
殖
地
を

増
や
そ
う
と
の
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
一
〇
年
間
の
試
み
で
約
半
数
の
ヒ
ナ
の
帰
還
を
確
認
し
て
い
る
が
、
定
着
し
繁
殖
し
た
の

は
二
個
体
だ
け
で
、
現
時
点
で
は
試
行
錯
誤
が
続
い
て
い
る
（
山
階
鳥
類
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）。

当
初
、
聟
島
列
島
の
島
々
は
霧
の
中
に
隠
れ
て
い
た
が
、
徐
々
に
霧
が
晴
れ
て
き
て
、
列
島
を
構
成
す
る
五
つ
の
島
影
を
確
認
で
き

た
。
船
の
周
り
に
は
き
わ
め
て
多
く
の
海
鳥
が
乱
舞
し
て
い
る
。
海
鳥
が
船
に
つ
い
て
く
る
の
は
、
船
の
進
行
に
驚
い
て
飛
び
出
し
て

く
る
ト
ビ
ウ
オ
を
狙
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

小
笠
原
村
役
場

「
お
が
さ
わ
ら
丸
」
は
一
〇
分
遅
れ
て
、
一
一
時
一
〇
分
に
父
島
二
見
港
に
着
岸
し
た
。

父
島
は
面
積
二
三
・
八
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
五
二
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
父
島
列
島
の
主
島
で
あ
る
。
小
笠
原
諸
島
の

中
で
は
硫
黄
島
に
次
い
で
大
き
い
（
硫
黄
島
は
年
々
隆
起
し
て
お
り
、
面
積
が
拡
大
、
現
時
点
で
は
父
島
を
超
え
て
い
る
）。
父
島
列

島
は
兄
島
（
七
・
八
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
弟
島
（
五
・
二
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
他
に
大
小
七
二
の
島
々
で
構
成
さ
れ
る
。

船
客
待
合
所
は
船
を
降
り
た
観
光
客
と
出
迎
え
の
人
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
こ
の
日
の
夜
、
再
び
「
お
が
さ
わ
ら
丸
」
に
乗
船
し

て
硫
黄
列
島
に
向
か
う
の
で
、
荷
物
は
船
会
社
が
預
か
っ
て
く
れ
る
。
道
路
を
挟
ん
だ
対
面
の
倉
庫
に
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
預
け
、
小
笠

原
村
役
場
に
向
か
う
。
海
岸
沿
い
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
は
生
協
や
ス
ー
パ
ー
の
店
舗
、
飲
食
店
、
宿
泊
施
設
な
ど
が
並
ぶ
。
し
ば

ら
く
西
に
進
む
と
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
が
あ
っ
た
。
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店
内
を
の
ぞ
く
と
、
マ
ン
ゴ
ー
、
バ
ナ
ナ
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
パ
パ
イ
ヤ
な
ど
の
南
国
の
果
物
が
売
ら
れ
て
い
る
。
船
が
入

港
し
な
い
と
客
は
い
な
い
か
ら
入
港
し
た
客
目
当
て
に
朝
方
入
荷
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
小
笠
原
自
然
塩
」「
小
笠
原
の

塩
」「
小
笠
原
島
塩
」
と
い
う
三
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
塩
が
売
ら
れ
て
い
た
。
高
校
の
同
級
生
で
神
奈
川
県
の
県
会
議
員
を
し
て
い
た
岩

本
さ
ん
が
小
笠
原
で
塩
を
作
っ
て
い
る
知
り
合
い
が
い
る
と
言
っ
て
い
た
が
三
軒
あ
る
と
は
意
外
だ
っ
た
。
手
荷
物
に
な
る
か
ら
何
も

買
わ
ず
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
ジ
ュ
ー
ス
を
そ
の
場
で
飲
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
製
造
地
は
北
海
道
に
な
っ
て
い
る
。
店
の
人
に
聞
く

と
、
小
笠
原
に
加
工
場
が
な
い
た
め
だ
と
い
う
。
そ
れ
に
し
て
も
わ
ざ
わ
ざ
北
海
道
ま
で
原
料
を
運
び
、
製
品
を
送
っ
て
来
る
わ
け
だ

か
ら
、
輸
送
費
だ
け
で
も
ば
か
に
な
ら
な
い
。
通
常
サ
イ
ズ
の
飲
料
缶
が
三
二
四
円
も
し
た
の
は
こ
の
た
め
だ
っ
た
。

直
売
所
の
先
に
大
神
山
公
園
が
あ
り
、
そ
の
対
面
に
小
笠
原
村
役
場
が
建
つ
。
戦
後
、
米
軍
の
統
治
下
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
一
九

六
八
年
に
小
笠
原
諸
島
が
返
還
さ
れ
る
と
、
同
時
に
小
笠
原
村
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
九
年
に
村
長
及
び
村
議
会
議
員
選

挙
が
実
施
さ
れ
、
名
実
と
も
に
村
政
が
確
立
し
て
い
る
。

総
務
課
で
村
勢
要
覧
と
字
の
区
分
図
を
い
た
だ
き
、
村

民
課
で
直
近
の
人
口
と
世
帯
数
を
聞
く
。
七
月
一
日
現
在

の
父
島
の
人
口
は
二
一
五
八
人
、
世
帯
数
は
一
二
一
八
戸

で
、
島
民
の
多
く
は
港
背
後
の
清
瀬
、
奥
村
、
東
町
の
集

落
に
住
む
。
外
国
人
世
帯
は
二
二
戸
、
小
笠
原
の
特
徴
で

も
あ
る
混
合
国
籍
世
帯
は
八
戸
で
あ
る
。
な
お
、
高
齢
化

率
は
一
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
わ
が
国
の
平
均
よ

り
も
低
い
。
ち
な
み
に
二
〇
一
五
年
国
勢
調
査
時
の
人
口

は
二
〇
八
九
人
、
世
帯
数
は
一
一
一
九
戸
で
あ
っ
た
。
産

業
別
就
業
者
数
の
う
ち
農
業
は
五
〇
人
、
漁
業
は
五
三
人

で
、
一
次
産
業
就
業
者
の
割
合
は
一
割
に
も
満
た
ず
、
サ

▲ＪＡ直売所で売られている果物類
▼小笠原村役場の建物
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ー
ビ
ス
業
が
圧
倒
的
に
多
い
。

と
こ
ろ
で
父
島
の
人
口
は
入
植
以
来
増
加
の
一
途
を
辿
り
、
四
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
四
四
（
昭
和
一

九
）
年
四
月
時
点
に
お
け
る
父
島
の
強
制
疎
開
の
対
象
人
口
は
四
三
四
八
人
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
四
八
七
人
が
軍
属
な
ど
で
島
に
残
留

し
て
い
る
。
敗
戦
後
、
父
島
の
人
口
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
が
、
一
部
の
外
国
人
に
つ
い
て
は
一
九
四
七
年
に
父
島
へ
の
帰
還
が
認
め
ら
れ

て
一
二
九
人
が
帰
島
し
た
。
返
還
時
の
人
口
（
一
九
六
八
年
六
月
）
は
一
八
一
人
で
あ
っ
た
が
、
帰
島
促
進
で
人
口
が
増
加
し
、
一
九

七
五
年
に
は
一
三
五
六
人
と
な
る
。
そ
の
後
、
旧
島
民
（
戦
前
に
住
ん
で
い
た
人
）
に
加
え
、
新
島
民
（
戦
後
移
住
し
た
人
）、
新
々

島
民
（
四
、
五
年
前
に
移
住
し
た
人
）
と
い
わ
れ
る
人
々
が
加
わ
り
、
近
年
の
人
口
は
二
〇
〇
〇
人
強
で
推
移
し
て
い
る
。

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

大
神
山
公
園
の
隣
に
東
京
都
が
指
定
管
理
を
委
託
す
る
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
て
い
る
。
小
笠
原
の
歴
史
、
文
化
、

自
然
を
紹
介
し
た
施
設
で
、
一
九
八
八
年
に
開
設
さ
れ
た
。
館
内
は
歴
史
コ
ー
ナ
ー
、
自
然
・
動
物
コ
ー
ナ
ー
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
、

閲
覧
コ
ー
ナ
ー
に
分
か
れ
て
い
る
。
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
で
は
一
五
、
六
本
あ
る
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
か
ら
選
ん
で
観
る
こ
と
が
で
き

る
。
ち
ょ
う
ど
「
小
笠
原
の
歴
史
」
が
上
映
さ
れ
て
い
た
。
ビ
デ
オ
と
資
料
を
も
と
に
簡
単
に
小
笠
原
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

通
説
で
は
、
小
笠
原
諸
島
は
信
州
松
本
深
志
の
城
主
・
小
笠
原
貞
頼
が
発
見
し
た
と
さ
れ
、
小
笠
原
の
地
名
は
彼
に
由
来
す
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
う
や
ら
こ
の
話
は
史
実
で
は
な
い
よ
う
だ
。
一
七
二
〇
年
代
に
小
笠
原
貞
頼
の
曽
孫
だ
と
自
称
す
る
小
笠
原
貞さ
だ

任と
う

を

名
乗
る
人
物
が
、
貞
頼
が
一
五
九
三
（
文
禄
元
）
年
に
現
在
の
小
笠
原
諸
島
に
あ
た
る
無
人
島
群
を
発
見
、「
父
島
」「
母
島
」
な
ど
の

島
名
を
つ
け
た
文
書
記
録
を
所
持
し
て
い
る
と
し
、
小
笠
原
諸
島
へ
の
渡
航
と
開
発
を
幕
府
に
申
請
し
た
。
し
か
し
幕
府
の
調
査
に
よ

っ
て
こ
の
人
物
は
貞
頼
の
曽
孫
で
は
な
く
、
貞
任
と
い
う
名
は
偽
名
で
、
文
書
も
偽
書
だ
と
判
明
し
た
た
め
、
幕
府
か
ら
重
い
処
分
を

受
け
て
い
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
幕
府
は
「
無
人
島
」
の
領
有
・
入
植
事
業
を
開
始
す
る
た
め
水
野
忠
徳
を
団
長
と
す
る
官
吏
団
を
咸
臨
丸
で
父
島

に
派
遣
す
る
が
、
こ
の
時
に
大
学
頭
・
林
昇
に
命
じ
て
、
一
六
世
紀
末
に
小
笠
原
貞
頼
が
「
無
人
島
」
を
発
見
し
「
小
笠
原
島
」
と
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名
づ
け
た
と
い
う
記
録
を
提
出
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
幕
府
は
欧
米
諸
外
国
に
対
し
て
「
無
人
島
」
の
領
有
権
を
主
張
す
る
た
め
に
、

か
つ
て
自
ら
否
定
し
た
は
ず
の
小
笠
原
貞
頼
発
見
説
や
「
父
島
」「
母
島
」
と
い
っ
た
呼
称
を
利
用
し
た
と
い
う
の
が
真
相
の
よ
う
だ
。

か
く
し
て
「
小
笠
原
」
と
い
う
地
名
が
定
着
し
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
小
笠
原
諸
島
を
最
初
に
発
見
し
た
の
は
日
本
人
で
あ
っ
た
。
一
六
七
〇
（
寛
文
六
）
年
に
、
阿
波
の
国
・
浅
川
浦
の
ミ
カ
ン
運

搬
船
が
、
和
歌
山
で
ミ
カ
ン
を
積
み
、
江
戸
に
向
か
う
途
中
で
遭
難
し
て
漂
流
、
母
島
に
漂
着
し
た
。
乗
組
員
六
人
は
カ
メ
と
魚
を
食

べ
て
生
き
残
り
、
船
を
作
っ
て
八
丈
島
を
経
由
し
て
伊
豆
半
島
の
下
田
に
戻
っ
た
。
幕
府
は
ミ
カ
ン
船
の
乗
組
員
か
ら
の
報
告
に
基
づ

き
、
五
年
後
の
一
六
七
五
（
延
宝
三
）
年
に
島
谷
市
左
衛
門
ら
三
二
人
を
小
笠
原
諸
島
に
派
遣
し
、
現
地
を
調
査
さ
せ
て
い
る
。
船
は

唐
船
を
模
倣
し
た
大
型
船
で
全
長
は
四
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
た
。
こ
の
時
は
三
六
日
間
に
亘
っ
て
父
島
、
母
島
な
ど
の
主
な
島
を
探
検

し
て
い
る
。
そ
の
際
、「
此
の
島
大
日
本
の
内
地
」
と
書
い
た
も
の
を
現
地
に
設
置
し
た
祠ほ
こ
らに

入
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
父
島
を
北
ノ

島
、
母
島
を
南
ノ
島
と
名
付
け
た
。

そ
の
後
、
無
人
島
時
代
が
続
い
て
い
た
が
、
一
八
二
〇
年
ご
ろ
に
日
本
近
海
で
マ
ッ
コ
ウ
ク

ジ
ラ
が
発
見
さ
れ
、
欧
米
の
捕
鯨
船
の
活
動
領
域
が
北
西
太
平
洋
に
及
ぶ
よ
う
に
な
る
と
、
大

型
帆
船
の
停
泊
が
可
能
な
父
島
や
母
島
は
寄
港
地
と
し
て
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
一

八
二
三
（
文
政
六
）
年
九
月
に
英
国
ブ
リ
ス
ト
ル
の
捕
鯨
船
ト
ラ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
号
が
初
め
て
母

島
に
停
泊
し
た
。
続
い
て
一
八
二
七
（
文
政
一
〇
）
年
に
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
探
検
調
査
船
ブ
ロ

ッ
サ
ム
号
が
こ
の
無
人
島
に
到
着
、
艦
長
ビ
ー
チ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
領
を
宣
言
す
る
。
翌
年
に
は

ロ
シ
ア
の
探
検
調
査
船
セ
ニ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン
号
が
二
見
湾
に
来
航
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
一
九
世
紀
に
入
る
と
鯨
資
源
を
求
め
て
欧
米
各
国
が
小
笠
原
海
域
に
や
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
、
小
笠
原
諸
島
は
捕
鯨
船
の
補
給
基
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
一
八
三
〇
（
天
保
元
）
年
に
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
諸
島
（
ハ
ワ
イ
）
か
ら
五
人

の
欧
米
人
と
二
〇
人
の
ハ
ワ
イ
人
が
移
住
し
た
。
欧
米
人
は
、
マ
テ
オ
・
マ
ザ
ロ
（
イ
タ
リ
ア

ビジターセンターにあるビロウの葉でつくられた
開拓当時の家


